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議
長
　

議
長
　

　
辻
本

　
辻
本  

一
夫
一
夫

新
年
の
あ
い
さ
つ

１

月

臨

時

会

一

般

質

問

12

月

定

例

会

議
会
活
動
報
告

　財政や防災の所管委員会

として、今後も町民の安心

安全を守ることを第一に考

え る と と も に、 芦 屋 港 レ

ジャー港化などで芦屋町が

明るく晴れやかな未来に向

けて邁進することを期待し

ます。

総務財政委員長総務財政委員長

横尾　武志横尾　武志

委員長委員長
横尾　武志横尾　武志

副委員長副委員長
長島　毅長島　毅 辻本　一夫辻本　一夫

信国　浩信国　浩妹川　征男妹川　征男 本田　浩本田　浩

総務財政常任委員会総務財政常任委員会

　広報で芦屋町の新

名所となる芦屋港の

記事を見て、直売所・

飲食店舗・砂像屋内

展示施設などのオー

プンを楽しみにして

います。また、芦屋港が新たな自宅から

の散歩コースになりそうです。

日野隆史さん日野隆史さん

住民の声住民の声

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
令
和
５
年
の
新
春
を
皆
さ
ま
と
と
も
に
迎
え
ら

れ
ま
し
た
こ
と
を
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
日
頃
か
ら
町
議
会
に
対
し
、
ご
支
援
と
ご
理
解

を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
な
お
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
を
は

じ
め
、
ロ
シ
ア
の
終
わ
ら
な
い
ウ
ク
ラ
イ
ナ
軍
事

侵
攻
、
止
ま
ら
な
い
物
価
高
・
原
油
高
・
円
安
な

ど
、
私
た
ち
を
取
り
巻
く
社
会
経
済
環
境
は
大
き

く
変
容
し
、
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
と
の
併
存
）
を
見
据
え
た
対
応
が
求
め
ら
れ

た
一
年
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
中
に
あ
っ
て
、本
町
に
お
い
て
は
、

電
気
料
や
上
下
水
道
料
の
支
援
、
家
庭
用
ご
み
袋

の
配
布
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
独
自
支
援
に
取
り
組

む
と
共
に
、
３
年
ぶ
り
に
あ
し
や
砂
像
展
や
花
火

大
会
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
再
開
す
る
こ
と
も
で
き

ま
し
た
。

　
本
年
も
、
芦
屋
町
の
発
展
と
住
民
福
祉
の
充
実

の
た
め
、
誠
心
誠
意
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の

で
、
引
き
続
き
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
年
が
皆
さ
ま
に
と
っ
て
、
穏
や
か
で
実
り
豊

か
な
一
年
と
な
り
ま
す
よ
う
、
ご
祈
念
申
し
上
げ

ま
し
て
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

議会だよりあしや ②令和 5 年 2 月 25 日　第 216 号



新年のあいさつ
新
年
の
あ
い
さ
つ

１

月

臨

時

会

一

般

質

問

12

月

定

例

会

議
会
活
動
報
告

　コロナ禍でなかなか思い

描く活動ができない日々が

続きましたが、少しずつ議

会活動も活発になってきま

した。来期こそは、今年度

計画していた委員会と町民

との意見交換の場を設けた

いと思います。

民生文教委員長民生文教委員長

松岡　泉松岡　泉

副委員長副委員長
中西　智昭中西　智昭

委員長委員長
松岡　泉松岡　泉 川上　誠一川上　誠一

内海　猛年内海　猛年萩原　洋子萩原　洋子小田　武人小田　武人

民生文教常任委員会民生文教常任委員会

　芦屋町は、感染症

対策や物価高騰など

の支援が多く、他の

町の友達に羨ましが

られています。また

役場やスーパー、銀

行なども近く住みやすいです。あとは公

共交通が便利なら言うことはありません。

松本初美さん松本初美さん

住民の声住民の声

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
令
和
５
年
の
新
春
を
皆
さ
ま
と
と
も
に
迎
え
ら

れ
ま
し
た
こ
と
を
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
日
頃
か
ら
町
議
会
に
対
し
、
ご
支
援
と
ご
理
解

を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
な
お
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
を
は

じ
め
、
ロ
シ
ア
の
終
わ
ら
な
い
ウ
ク
ラ
イ
ナ
軍
事

侵
攻
、
止
ま
ら
な
い
物
価
高
・
原
油
高
・
円
安
な

ど
、
私
た
ち
を
取
り
巻
く
社
会
経
済
環
境
は
大
き

く
変
容
し
、
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
と
の
併
存
）
を
見
据
え
た
対
応
が
求
め
ら
れ

た
一
年
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
中
に
あ
っ
て
、本
町
に
お
い
て
は
、

電
気
料
や
上
下
水
道
料
の
支
援
、
家
庭
用
ご
み
袋

の
配
布
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
独
自
支
援
に
取
り
組

む
と
共
に
、
３
年
ぶ
り
に
あ
し
や
砂
像
展
や
花
火

大
会
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
再
開
す
る
こ
と
も
で
き

ま
し
た
。

　
本
年
も
、
芦
屋
町
の
発
展
と
住
民
福
祉
の
充
実

の
た
め
、
誠
心
誠
意
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の

で
、
引
き
続
き
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
年
が
皆
さ
ま
に
と
っ
て
、
穏
や
か
で
実
り
豊

か
な
一
年
と
な
り
ま
す
よ
う
、
ご
祈
念
申
し
上
げ

ま
し
て
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

議会だよりあしや③ 令和 5 年 2 月 25 日　第 216 号



◆
お
金
の
か
か
ら
な
い

選
挙
運
動

（
芦
屋
町
議
会
議
員
及
び
芦
屋
町
長

の
選
挙
に
お
け
る
選
挙
運
動
の
公

費
負
担
に
関
す
る
条
例
の
改
正
）

　
令
和
２
年
６
月
に
公
職
選
挙
法

が
改
正
さ
れ
、
町
議
会
議
員
の
供

託
金
制
度
の
導
入
や
選
挙
運
動
用

自
動
車
の
使
用
、
選
挙
用
ビ
ラ
・

ポ
ス
タ
ー
の
作
成
が
公
費
負
担
の

対
象
と
な
っ
た
。今
定
例
会
で
は
、

こ
の
公
費
負
担
の
限
度
額
が
一
部

改
定
さ
れ
た
。

■
自
動
車
の
借
入
れ
（
一
日
当
た
り
）

　
１
万
５
８
０
０
円

　
　
　
　 

→ 

１
万
６
１
０
０
円

■
自
動
車
の
燃
料
代
（
一
日
当
た
り
）

　
７
５
６
０
円 

→ 

７
７
０
０
円

■
ビ
ラ
の
作
成
（
一
枚
当
た
り
）

　
７
円
51
銭 

→ 

７
円
73
銭

■
ポ
ス
タ
ー
の
作
成
（
一
枚
当
た
り
）

　
５
２
５
円
６
銭

→
５
４
１
円
31
銭

◆
芦
屋
中
央
病
院
が
達

成
す
べ
き
業
務
運
営

に
関
す
る
目
標
を
策
定

（
第
３
期
）

■
目
標
期
間
　

　
令
和
５
年
４
月
１
日
～

　
　
　
　
　
令
和
９
年
３
月
31
日

■
達
成
す
べ
き
目
標

・
住
民
に
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
そ

　
の
他
の
業
務
の
質
の
向
上
に
関

　
す
る
事
項

・
業
務
運
営
の
改
善
や
効
率
化
に

　
関
す
る
事
項

・
財
政
内
容
の
改
善
に
関
す
る

　
事
項

・
そ
の
他
業
務
運
営
に
関
す
る

　
重
要
事
項

地
域
医
療
構
想
に
お
け
る

芦
屋
中
央
病
院
の
再
編
は
。

北
九
州
地
区
地
域
医
療

構
想
調
整
会
議
に
お
い

て
、
芦
屋
中
央
病
院
が
保
有
す
る

１
３
７
床
す
べ
て
の
維
持
が
承
認

さ
れ
た
。

◆
芦
屋
海
浜
公
園
と
芦

屋
海
浜
公
園
レ
ジ
ャ
ー

プ
ー
ル
の
指
定
管
理

■
指
定
す
る
団
体
　

　
芦
屋
町
観
光
協
会

■
指
定
期
間

　
令
和
５
年
４
月
１
日
～

　
　
　
　
　
令
和
７
年
３
月
31
日

指
定
期
間
が
２
年
間
と
短

い
の
は
な
ぜ
か
。

芦
屋
港
活
性
化
事
業
と
の

関
係
か
ら
、
指
定
期
間
は

２
年
間
と
し
て
い
る
。

◆
人 

事

■
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

　
長
戸
隆
弘
氏
の
任
期
が
、
令
和

４
年
12
月
24
日
で
満
了
と
な
る
た

め
、
再
度
任
命
す
る
も
の
。

■
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
推
薦

　
佐
藤
一
雄
氏
の
任
期
が
、
令
和

５
年
６
月
30
日
で
満
了
と
な
る
た

め
、
再
度
推
薦
す
る
も
の
。

一言インタビュー
今年の抱負を
　教えてください！

令和 5 年 2 月 25 日　第 216 号

問答 問答

芦屋海浜公園 わんぱーく

条例とは

　地方公共団体の議会

が制定する法規。国の

法律に違反しない範囲

内で制定することがで

きるもの。

アッシーの
　議会豆知識

 12 月
定例会

条
例
・
そ
の
他
・
人
事
議
案

な
に
が
変
わ
る
？

新
年
の
あ
い
さ
つ

１

月

臨

時

会

一

般

質

問

12

月

定

例

会

議
会
活
動
報
告

Ｏ . Ｔさん（12 歳）

今年はどんどん陸上の

ベストタイムを出したい

議会だよりあしや ④



⑤ 令和 5 年 2 月 25 日　第 216 号

補 正

予 算

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
な
ど

　
　
５
７
０
０
万
円
の
増
額
補
正

補正のあった主な内容 補正額

　がんばれ芦屋町ふるさと応援寄附金

　 ふるさと納税の増加
２０００万円

　老朽危険家屋等解体補助金
　老朽危険家屋などを解体する人の増加

１１００万円

　障害児通所支援費
　障害児通所の利用者や利用回数の増加

７５０万円

　アピアランスケア支援事業助成金
　医療用ウイッグや補整具などの購入者の増加

３０万円

※ 1 万円以下は切り捨て。 

◆
ふ
る
さ
と
応
援

ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
の

品
数
を
増
す
考
え
は
。

令
和
２
年
度
は
１
１
９
品

だ
っ
た
返
礼
品
の
品
数
を

令
和
３
年
度
に
は
県
指
定
の
産

品
を
含
め
て
３
１
７
品
目
に
拡

大
し
た
。

返
礼
品
と
し
て
日
用
品
を

検
討
し
た
の
か
。

芦
屋
町
で
日
用
品
を
生
産

し
て
い
る
事
業
者
が
い
な

い
の
で
現
在
は
考
え
て
い
な
い
。

◆
ア
ピ
ア
ラ
ン
ス
ケ
ア

　
が
ん
治
療
な
ど
に
伴
う
外
見
の

変
化
に
よ
る
気
持
ち
の
辛
さ
を
和

ら
げ
る
ケ
ア
の
こ
と
。

　
ウ
イ
ッ
グ
や
補
整
具
な
ど
の
購

入
に
対
し
、
10
万
円
を
限
度
と
し

て
助
成
す
る
も
の
。

医
療
機
関
へ
の
周
知
は
。

芦
屋
中
央
病
院
に
は
情
報

提
供
し
て
い
る
。
今
後
、

そ
れ
以
外
の
町
内
の
病
院
に
も

情
報
提
供
を
行
っ
て
い
く
。

他
町
と
の
比
較
は
。

県
内
20
カ
所
の
自
治
体
が

こ
の
制
度
を
始
め
て
い

る
が
、
ほ
と
ん
ど
の
自
治
体
が

２
万
円
程
度
を
限
度
と
し
て
助

成
し
て
い
る
。

問答問答

問答問答

新
年
の
あ
い
さ
つ

１

月

臨

時

会

一

般

質

問

12

月

定

例

会

議
会
活
動
報
告

Ｍ . Ｍさん（50 歳）

健康第一！

少しの運動！

Ｊ . Ｈさん（47 歳）

新しい趣味を

見つけて楽しみたい

議会だよりあしや⑤



 １ 月
臨時会

◆
ふ
る
さ
と
応
援

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
が

増
え
て
い
る
要
因
は
。

寄
附
額
６
０
０
０
円
の
返

礼
品
で
あ
る
「
あ
ま
お
う

（
い
ち
ご
）」
の
申
込
み
が
増
え
て

い
る
た
め
。

◆
出
産
・
子
育
て
応
援

（
国
の
施
策
）

　
妊
娠
時
か
ら
出
産
・
子
育
て
ま

で
の
伴
走
型
相
談
支
援
や
経
済

的
支
援
（
10
万
円
）
を
一
体
的
に

行
う
。対

象
者
は
。

町
内
に
住
ん
で
い
る
、
妊

婦
や
生
後
４
カ
月
以
内
の

産
婦
な
ど
を
対
象
に
、
令
和
４
年

４
月
１
日
に
遡
さ
か
の
ぼ

っ
て
支
給
す
る
。

◆
抗
原
検
査
キ
ッ
ト
の

配
布
（
町
独
自
支
援
）

　
０
歳
か
ら
15
歳
ま
で
の
児
童
を

対
象
に
、
抗
原
検
査
キ
ッ
ト
を
一

人
２
個
ず
つ
、
２
月
中
旬
ま
で
に

配
布
す
る
。

15
歳
ま
で
を
対
象
と
し
た

理
由
は
。

小
中
学
校
や
保
育
所
な
ど

で
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
防
止
や
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と

の
同
時
流
行
に
よ
る
小
児
科
受
診

増
が
懸
念
さ
れ
る
た
め
、
よ
り
ス

ム
ー
ズ
な
受
診
を
奨
励
す
る
た
め

の
も
の
。

◆
職
員
の
定
年
引
上
げ

　
現
行
60
歳
と
す
る
職
員
の
定
年

を
、
令
和
５
年
４
月
１
日
か
ら
、

２
年
に
１
歳
ず
つ
段
階
的
に
引
き

上
げ
、
65
歳
と
す
る
た
め
の
整
備

条
例
を
制
定
す
る
。

◆
職
員
の
給
与
や
勤
勉

手
当
の
支
給
率
を
改
定

　
令
和
４
年
度
の
人
事
院
勧
告
に

伴
い
、
民
間
給
与
と
の
較か

く

さ差
解
消

の
た
め
、
30
歳
代
半
ば
ま
で
の
職

員
が
在
籍
す
る
号
給
を
平
均
０
・

３
％
引
き
上
げ
る
。
ま
た
、
一
般

職
員
の
勤
勉
手
当
の
支
給
割
合
を

０
・
１
０
月
引
き
上
げ
る
。

新
年
の
あ
い
さ
つ

１

月

臨

時

会

一

般

質

問

12

月

定

例

会

議
会
活
動
報
告

早くコロナが終息し、

旅行を満喫したい。

Ｙ . Ｕさん（69 歳）

健康のため、
公民館活動に
積極的に参加する。

Ｔ . Ｆさん（77 歳）

問答

※ 1 万円以下は切り捨て。

安
心
な
子
育
て
支
援
策
な
ど

１
億
５
１
０
０
万
円
の
増
額
補
正

問答

補正のあった主な内容 補正額

　がんばれ芦屋町ふるさと応援寄附金 ７５００万円

　出産子育て応援給付金 １０００万円

　抗原検査キット配布事業 ７８０万円

問答

乳幼児健診の様子

議会だよりあしや令和 5 年 2 月 25 日　第 216 号 ⑥



町政を問う
一般質問

一般質問会議録

ページ 質問議員 質問事項

８ 松岡　泉

◎ 障がい者と健常者

◎ 電子図書館

○ ワクチン接種助成

９ 本田 　浩
◎ 芦屋港活性化基本計画の内容と現在の進捗状況

◎ レジャー港化が果たす芦屋町への効果

10 萩原 洋子
◎ 児童生徒の不登校対策

◎ 今後の町営住宅

11 川上 誠一

◎ 老人憩の家の建て替え

○ 高齢者福祉乗車券

◎ 給付型奨学金の創設

12 信国　浩

◎ 災害に強い町づくりのコンセプトは

◎ 公共施設や公園などの維持管理策は

◎ ゴミにするのか資源で活かす選択肢は

13 妹川征男

◎ 芦屋港のレジャー港化は町の発展に寄与するのか

◎ 法定外公共物管理条例

○ 公文書の管理

 ◎：記事掲載あり　　○：記事掲載なし

 議会だよりは要約しています。詳しくはホームページの会議録や録画中継でご確認ください。

　12 月９日と 12 日に６人が一般質問を行いました。

　一般質問とは、議員が町の行財政全般にわたり、事務の執行状況や将来に対する方針などの

所信を聞き、報告や説明を求め、疑問点をただすことです。

　

新
年
の
あ
い
さ
つ

１

月

臨

時

会

一

般

質

問

12

月

定

例

会

議
会
活
動
報
告

議会だよりあしや⑦ 令和 5 年 2 月 25 日　第 216 号⑦



町の共生社会の実現は

求められる責務を果たす
福祉課長

令和 5 年 2 月 25 日　第 216 号

６人の 議 員 が 登 壇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　町 政を問う　～ 一般質問 ～

障がい者支援

障
が
い
者
が
円
滑
に
情
報
を

取
得
・
活
用
し
、
意
思
疎
通

を
図
る
た
め
の
法
律
が
施
行
さ
れ
た

が
、
町
の
義
務
付
け
は
。

地
域
の
実
情
を
踏
ま
え
、
こ

れ
ら
に
関
わ
る
施
策
を
策
定

し
、
実
施
す
る
責
務
が
あ
る
。

町
が
取
り
組
む
施
策
の
ポ
イ

ン
ト
は
何
か
。

次
の
４
つ
の
項
目
と
な
る
。

①
機
器
・
サ
ー
ビ
ス
の
開
発
・

提
供
の
支
援

②
防
災
・
防
犯
情
報
を
取
得
で
き
る

よ
う
に
す
る
体
制
の
整
備

③
多
様
な
手
段
に
よ
る
緊
急
通
報
の

仕
組
み
整
備

④
意
思
疎
通
支
援
者（
手
話
通
訳
者
）

の
確
保
・
養
成
な
ど

津
波
警
報
発
令
時
の
海
に
お

け
る
聴
覚
障
が
い
者
へ
の
情

報
伝
達
の
対
応
は
。

波
高
が
高
い
と
き
に
用
い
る

赤
字
に
遊
泳
禁
止
と
描
か
れ

た
フ
ラ
ッ
グ
を
活
用
し
て
い
る
が
、

津
波
フ
ラ
ッ
グ
が
発
表
さ
れ
た
こ
と

か
ら
、
来
年
度
は
そ
の
導
入
を
観
光

協
会
に
要
請
し
て
い
き
た
い
。

松
山
市
で
は
人
工
内
耳
用
の
イ

ヤ
モ
ー
ル
ド
を
日
常
生
活
用
具

の
補
助
対
象
品
目
と
し
て
い
る
が
。

郡
内
で
足
並
み
を
揃
え
て

行
っ
て
い
る
た
め
、
今
後
の

検
討
課
題
と
し
た
い
。

多
く
の
自
治
体
で
手
話
言
語

に
関
わ
る
条
例
を
制
定
し
て

い
る
が
町
の
見
解
は
。

条
例
化
す
る
こ
と
で
、
住
民

の
意
識
改
革
、
啓
発
に
繋
が

る
。
今
後
、
条
例
化
に
向
け
た
調
査

研
究
を
行
い
た
い
。

電
子
図
書
館
を
導
入
す
る
自

治
体
が
急
激
に
増
え
て
い
る

が
、
そ
の
導
入
効
果
と
背
景
は
。

利
用
者
の
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
、

環
境
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な

く
、
い
つ
ど
こ
に
い
て
も
電
子
書

籍
を
利
用
で
き
る
。
社
会
的
な
背

景
と
し
て
は
、
読
書
バ
リ
ア
フ
リ
ー

法
の
制
定
、
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル

構
想
や
コ
ロ
ナ
の
影
響
が
考
え
ら

れ
る
。電

子
図
書
館
の
導
入
上
の
障

害
と
導
入
の
見
解
は
。

貸
出
し
可
能
な
電
子
書
籍
の

種
類
・
冊
数
が
少
な
い
こ
と

で
、
利
用
者
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
選
書

と
な
る
か
疑
問
で
あ
る
。
導
入
し
て

い
る
岡
垣
町
の
状
況
を
踏
ま
え
、
慎

重
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問答

問答問答 問答

問答問答

 

電
子
図
書
館

問答

新
年
の
あ
い
さ
つ

１

月

臨

時

会

一

般

質

問

12

月

定

例

会

議
会
活
動
報
告

津波警報を伝えるための旗（赤白の格子模様）

注１：ハウリングによる雑音防止などのため、耳の形状に合わせてつくるオーダーメイドの耳栓

注
１

議会だよりあしや ⑧

松松ま

つ

お

か

ま

つ

お

か
岡岡    

泉泉
い
ず
み

い
ず
み

録画中継



芦
屋
港
活
性
化
基
本
計
画
と

そ
の
変
更
点
、今
後
の
課
題
は
。

海
を
活
か
し
た
観
光
振
興
と

地
域
経
済
の
振
興
に
寄
与
す

る
目
的
で
計
画
を
策
定
。
そ
の
後
、

福
岡
県
よ
り
レ
イ
ア
ウ
ト
の
変
更
を

受
け
、
計
画
を
変
更
。
現
在
は
今
後

の
検
討
課
題
を
解
消
す
る
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
る
。

基
本
計
画
か
ら
変
更
さ
れ
た

ボ
ー
ト
パ
ー
ク
と
海
釣
り
施

設
、
物
流
機
能
の
移
転
集
約
、
飲
食

直
売
施
設
の
進
捗
状
況
は
。

ボ
ー
ト
パ
ー
ク
は
令
和
５
年
度

設
計
。
海
釣
り
施
設
、
物
流
機

能
の
移
転
集
約
は
令
和
４
年
度
か
ら

の
工
事
と
な
り
、
飲
食
直
売
施
設
は

福
岡
県
と
協
議
調
整
を
行
っ
て
い
る
。

外
部
人
材
を
芦
屋
町
で
登
用

し
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
な

人
が
尽
力
さ
れ
て
い
る
の
か
。

広
報
８
月
号
で
紹
介
し
た
常

勤
２
人
の
ほ
か
に
、
専
門
的

な
ノ
ウ
ハ
ウ
が
必
要
な
た
め
、
外
部

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
非
常
勤
２
人

を
登
用
。
チ
ー
ム
と
し
て
、
み
な
と

準
備
室
を
設
置
し
て
い
る
。

レ
ジ
ャ
ー
港
が
目
指
し
て
い

る
効
果
や
、
そ
れ
に
伴
っ
て

期
待
で
き
る
効
果
は
。

観
光
客
の
取
り
込
み
は
地
域

経
済
に
有
効
か
つ
必
要
で
あ

り
、
年
間
を
通
し
た
集
約
に
よ
り
町

内
で
の
消
費
額
が
増
え
る
こ
と
が
期

待
で
き
る
。

レ
ジ
ャ
ー
港
で
の
雇
用
創
出
の

場
と
し
て
考
え
て
い
る
こ
と
は
。

想
定
さ
れ
る
新
た
な
雇
用
の

場
と
し
て
は
、
直
売
所
や
飲

食
店
、
砂
像
屋
内
展
示
施
設
、
運
営

組
織
の
職
員
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。

施
設
規
模
や
集
客
の
考
え
は
。

ボ
ー
ト
パ
ー
ク
は
係
留
隻
数

最
大
１
７
０
隻
の
計
画
、
海

釣
り
施
設
は
年
間
２
６
０
０
人
の
集

客
、
砂
像
展
示
施
設
は
年
間
20
万
人

の
来
場
を
見
込
ん
で
い
る
。

芦
屋
町
周
辺
人
口
の
取
り
込

み
や
広
域
連
携
の
考
え
は
。

あ
し
や
砂
像
展
で
の
ア
ン

ケ
ー
ト
に
よ
る
と
、
通
常
の

集
客
エ
リ
ア
よ
り
県
内
ま
ん
べ
ん
な

く
広
範
囲
に
お
よ
ん
で
い
る
こ
と
が

わ
か
っ
た
。
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
展
開

や
、
ウ
ェ
ブ
で
の
情
報
発
信
準
備
を

令
和
５
年
度
か
ら
計
画
し
て
い
る
。

町
内
回
遊
の
繋
が
り
は
、
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

み
な
と
準
備
室
と
内
部
検
討

し
て
お
り
、
今
後
は
関
係
課

や
関
係
団
体
と
連
携
し
て
い
く
こ
と

を
考
え
て
い
る
。

レジャー港化が果たす町への効果

レジャー港化への効果は

集客による消費増に期待
芦屋港活性化推進室長

令和 5 年 2 月 25 日　第 216 号

６人の 議 員 が 登 壇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　町 政を問う　～ 一般質問 ～

問答

答

答答

問

問問

問答

本本ほ

ん

だ

ほ

ん

だ
田田    

浩浩
ひ
ろ
し

ひ
ろ
し  

録画中継

答 問問答

問答

新
年
の
あ
い
さ
つ

１

月

臨

時

会

一

般

質

問

12

月

定

例

会

議
会
活
動
報
告

レジャー港化が待ち望まれる芦屋港レジャー港化が待ち望まれる芦屋港

議会だよりあしや⑨



児童生徒の不登校対策

小学校にほっとルームを

支援員の確保が困難
教育長

不
登
校
や
い
じ
め
な
ど
の
問

題
行
動
の
状
況
な
ど
は
。

令
和
３
年
度
の
不
登
校
の
児

童
生
徒
は
小
学
校
７
人
、
中

学
校
12
人
で
前
年
度
よ
り
小
学
校
が

２
人
増
え
て
い
る
。
ま
た
90
日
以
上

の
欠
席
者
は
小
学
校
で
３
人
あ
っ

た
。
い
じ
め
は
小
学
校
で
８
件
、
中

学
校
１
件
で
前
年
度
よ
り
小
学
校
が

３
件
増
え
て
い
る
。
暴
力
行
為
に
よ

る
不
登
校
は
な
い
が
生
徒
同
士
の
ト

ラ
ブ
ル
で
３
件
報
告
が
あ
っ
た
。
不

登
校
兆
候
の
あ
る
児
童
生
徒
は
令
和

４
年
11
月
末
時
点
で
小
学
校
23
人
、

中
学
校
１
人
で
あ
る
。

　

不
登
校
や
不
登
校
ぎ
み
の
生

徒
も
増
え
て
き
て
い
る
。
改

善
さ
せ
る
た
め
の
方
策
は
。

魅
力
あ
る
学
校
づ
く
り
、
い

じ
め
や
暴
力
行
為
な
ど
を
許

さ
な
い
学
校
づ
く
り
、
学
習
状
況
に

応
じ
た
指
導
・
配
慮
の
実
施
、
保
護

者
・
地
域
住
民
な
ど
と
の
連
携
や
協

力
体
制
の
構
築
、
生
活
習
慣
づ
く
り

の
以
上
５
点
を
大
事
に
し
、
未
然
防

止
に
努
め
る
。
し
か
し
、
事
が
発
生

し
そ
う
な
場
合
は
生
活
ア
ン
ケ
ー
ト

の
実
施
、迅
速
な
家
庭
訪
問
、ス
ク
ー

ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
な
ど
と
の
連
携
が

非
常
に
重
要
に
な
っ
て
く
る
。
そ
れ

だ
け
で
は
収
め
き
れ
な
い
場
合
は
、

学
校
サ
ポ
ー
タ
ー
や
警
察
、
児
童
相

談
所
、
町
の
関
係
部
局
、
児
童
相
談

員
な
ど
と
連
携
し
、
段
階
に
応
じ
た

取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
く
。

中
学
校
に
は
リ
フ
レ
ル
ー
ム

や
ほ
っ
と
ル
ー
ム
は
あ
る
が

小
学
校
に
は
な
い
。
全
く
学
校
に
通

え
な
い
子
ど
も
た
ち
も
い
る
た
め
、

小
学
校
に
も
子
ど
も
が
安
心
し
て
通

え
る
リ
フ
レ
ル
ー
ム
や
ほ
っ
と
ル
ー

ム
を
設
置
す
る
考
え
は
。

各
３
小
学
校
に
設
置
す
る
こ
と

が
望
ま
し
い
が
、
指
導
者
が
見

つ
か
ら
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

短
時
間
勤
務
な
ど
、
教
員
Ｏ

Ｂ
に
お
願
い
し
て
は
ど
う
か
。

声
を
か
け
る
先
生
が
見
当
た

ら
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

単
身
の
人
は
、
な
か
な
か
入

居
で
き
な
い
と
聞
く
。
単
身

者
向
け
住
宅
を
増
や
す
考
え
は
。

今
後
、
検
討
す
る
。

所
得
制
限
外
住
宅
は
入
居
率

が
低
い
た
め
、
移
住
者
の
受

け
入
れ
先
と
し
て
も
活
用
し
て
は
ど

う
か
。次

の
長
寿
命
化
計
画
の
策
定

の
際
の
検
討
課
題
と
す
る
。

問答問答

問答

問答問答

問答

新
年
の
あ
い
さ
つ

１

月

臨

時

会

一

般

質

問

12

月

定

例

会

議
会
活
動
報
告

注
３

注２：ほっとルーム … 集団活動になじめない生徒が利用する居場所

注３：リフレルーム … 不登校傾向の生徒を受け入れる居場所

注２

 

今
後
の
町
営
住
宅

丸の内住宅（所得制限外住宅）

議会だよりあしや ⑩令和 5 年 2 月 25 日　第 216 号

６人の 議 員 が 登 壇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　町 政を問う　～ 一般質問 ～
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新
年
の
あ
い
さ
つ

１

月

臨

時

会

一

般

質

問

12

月

定

例

会

議
会
活
動
報
告

議会だよりあしや⑪ 令和 5 年 2 月 25 日　第 216 号

国
に
よ
る
給
付
型
奨
学
金
制

度
が
ス
タ
ー
ト
し
た
が
規
模

は
学
生
数
の
２
％
と
極
め
て
少
な
い

状
況
で
あ
る
。
就
学
の
機
会
を
保
障

し
、
奨
学
金
の
返
済
と
負
担
を
軽
減

す
る
た
め
に
も
町
に
よ
る
給
付
型
奨

学
金
制
度
を
創
設
す
べ
き
で
は
。

経
済
的
に
困
難
な
学
生
が
利

用
で
き
る
支
援
策
は
、
国
や

県
の
奨
学
金
や
日
本
政
策
金
融
公

庫
の
教
育
ロ
ー
ン
、
民
間
の
奨
学

金
制
度
な
ど
が
あ
る
の
で
情
報
を

正
し
く
周
知
す
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
る
。

大
学
を
卒
業
後
、
町
に
定
住

し
町
内
の
企
業
や
近
隣
の
企

業
に
就
職
す
る
、
町
で
起
業
す
る
な

ど
の
要
件
を
満
た
し
た
町
出
身
者
の

奨
学
金
を
免
除
す
る
、
奨
学
金
支
援

制
度
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。
町
の
定

住
促
進
の
た
め
に
制
度
を
つ
く
る
べ

き
で
は
。

こ
の
制
度
は
全
国
で
36
の
都

府
県
、
６
１
５
の
市
区
町
村

で
行
っ
て
い
る
。
給
付
型
も
含
め
調

査
研
究
を
行
い
た
い
と
考
え
る
。

町
に
あ
る
３
つ
の
老
人
憩
の

家
は
築
50
年
近
く
経
過
し
老

朽
化
が
進
み
、
雨
漏
り
や
ボ
イ
ラ
ー

の
故
障
な
ど
で
長
期
間
休
止
す
る
事

態
と
な
っ
て
い
る
。
早
急
に
建
て
替

え
を
検
討
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

建
物
の
老
朽
化
が
激
し
く
近

年
は
さ
ま
ざ
ま
な
不
具
合
や

設
備
の
故
障
が
生
じ
て
い
る
。
令

和
元
度
年
に
基
本
構
想
を
策
定
し
、

４
つ
の
案
が
示
さ
れ
、
令
和
２
年

度
に
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
っ
た

が
意
見
が
さ
ま
ざ
ま
で
正
確
な
民

意
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、

１
つ
に
絞
れ
ず
現
在
に
至
っ
て
い

る
。
今
回
、「
望
ま
れ
る
施
設
の
在

り
方
」
と
い
う
視
点
か
ら
設
問
を

作
成
し
再
度
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

行
い
、
結
果
を
踏
ま
え
て
検
討
を

進
め
る
。

私
た
ち
は
老
人
憩
の
家
に
関

す
る
懇
談
会
や
共
産
党
独
自

の
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
っ
た
。

老
人
憩
の
家
に
関
し
て
は
「
一
カ

所
に
集
約
し
、
近
隣
の
町
の
よ
う

に
誰
も
が
利
用
で
き
る
入
浴
施
設

を
建
設
し
て
ほ
し
い
」「
早
急
に

作
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
の
声
が

多
く
寄
せ
ら
れ
た
。
町
の
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
踏
ま
え
て
町
が
イ
ニ
シ

ア
チ
ブ
を
発
揮
し
て
早
急
に
建
設

に
着
手
で
き
る
よ
う
に
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

町
で
再
度
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
を
分
析
し
、
課
題
の

抽
出
、
老
人
憩
の
家
の
在
り
方
な
ど

を
検
討
し
、
方
針
決
定
を
行
う
。

答 答

問 答

問

問

問

答

老
人
憩
の
家
の
建
て
替
え

給付型奨学金の創設

給付型奨学金の創設を

調査研究を進め検討する
学校教育課長

６人の 議 員 が 登 壇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　町 政を問う　～ 一般質問 ～

川川か

わ

か

み

か

わ

か

み
上上
誠誠せ

い

い

ち

せ

い

い

ち
一一

録画中継



災害に強い町づくりのコンセプトは

町内業者との連携策は

常に準備はできている
町長

平
常
時
の
備
え
と
官
民
相
互

の
意
識
の
醸
成
は
。

出
前
講
座
で
防
災
マ
ッ
プ
の

説
明
や
地
震
・
津
波
訓
練
で

は
避
難
行
動
を
実
施
。
今
後
も
防
災

に
関
す
る
満
足
度
を
高
め
た
い
。

復
興
時
は
町
内
業
者
が
頼
み

の
綱
と
な
る
。
町
内
業
者
と

連
携
を
と
る
策
は
。

現
在
の
訓
練
主
眼
は
自
助
と

共
助
。
計
画
は
な
い
が
、
商

工
会
と
の
協
定
に
よ
り
町
内
業
者

と
の
連
携
を
と
る
訓
練
は
必
要
で

あ
る
。復

興
時
の
人
員
や
機
材
、
稼

働
状
況
の
把
握
は
。

復
興
を
進
め
る
う
え
で
、
商

工
会
や
地
域
住
民
の
協
力
を

得
て
速
や
か
に
対
応
す
る
。
ま
た
、

社
会
福
祉
協
議
会
と
の
協
定
に
基
づ

き
、支
援
活
動
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

被
災
時
に
全
員
が
助
か
る
可

能
性
や
避
難
で
き
る
場
所
の

選
択
肢
を
増
や
し
て
い
く
考
え
は
。

地
震
に
よ
る
津
波
や
遠
賀
川
の

堤
防
決
壊
な
ど
の
災
害
に
対

し
、
町
内
事
業
者
や
自
衛
隊
と
連
携

を
と
る
準
備
は
常
に
で
き
て
い
る
。

城
山
公
園
の
管
理
用
道
路
を

整
備
す
る
考
え
は
。

公
園
整
備
計
画
策
定
時
に
検

討
す
る
予
定
で
あ
る
。

資
源
物
回
収
奨
励
金
な
ど
の

増
額
に
よ
る
ゴ
ミ
処
理
量
を

削
減
す
る
考
え
は
。

奨
励
金
は
郡
内
他
町
と
同
額

と
な
っ
て
い
る
が
、
コ
ン
ポ

ス
ト
購
入
費
半
額
補
助
の
ほ
か
、
拠

点
回
収
ボ
ッ
ク
ス
の
設
置
と
資
源
物

回
収
奨
励
金
制
度
に
よ
り
資
源
物
回

収
が
活
発
に
な
れ
ば
、
処
理
費
削
減

に
つ
な
が
る
。

行
政
視
察
で
訪
れ
た
最
新
の

ゴ
ミ
処
理
施
設
は
、
雇
用
や

町
の
収
入
も
生
み
、
屋
内
競
技
場
や

避
難
施
設
も
備
え
、
さ
ら
に
電
気
や

温
水
は
多
方
面
に
活
用
で
き
て
い

た
。
こ
の
よ
う
な
ク
リ
ー
ン
な
ゴ
ミ

処
理
施
設
を
推
奨
し
て
い
く
考
え
は

な
い
か
。

素
晴
ら
し
い
話
だ
が
、
単
町

で
は
無
理
だ
と
思
う
。
広
域

行
政
事
務
組
合
に
提
案
さ
れ
て
は
ど

う
か
。

答

答

答

答

問 問問

問

答問
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般

質
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会

議
会
活
動
報
告

答問

問答

拠点回収ボックス（役場）
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響
灘
海
域
で
採
取
さ
れ
た
海
砂

が
芦
屋
港
に
陸
揚
げ
さ
れ
て
い

る
。
採
取
さ
れ
た
年
間
採
取
量
は
。

計
画
で
は
、
28
万
６
０
０
０

㎥
の
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

大
型
ト
ラ
ッ
ク
が
港
湾
か
ら

山
鹿
、
芦
屋
側
に
早
朝
か
ら

頻
繁
に
運
行
し
て
い
る
。
子
ど
も
を

持
つ
親
や
高
齢
者
か
ら
苦
情
が
相
次

い
で
い
る
が
。

「
砂
利
搬
送
に
関
す
る
覚
書
」

を
締
結
し
て
い
る
が
、
明
確
な

法
的
根
拠
が
な
い
た
め
、
強
制
力
は

な
い
。
福
岡
県
は
締
結
し
て
い
な
い
。

町
は
県
に
対
し
、
10
年
以
上

前
か
ら
堆
積
し
た
大
量
の
砂

の
除
去
を
願
い
出
て
い
る
。
し
か
し
、

一
向
に
改
善
し
て
い
な
い
。
自
然
環

境
や
景
観
破
壊
の
原
因
が
、
芦
屋
港

建
設
に
よ
る
も
の
と
県
は
認
め
て
い

る
。
レ
ジ
ャ
ー
港
化
の
概
算
事
業
費

が
36
億
円
と
あ
る
が
、「
芦
屋
町
の

身
の
丈
に
合
わ
ず
、
町
民
に
理
解
さ

れ
る
金
額
か
疑
問
で
あ
る
。
予
算
規

模
の
小
さ
な
芦
屋
町
に
と
っ
て
、
大

き
な
負
担
に
な
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ

る
。」
と
い
う
推
進
委
員
会
の
声
も

あ
る
。
芦
屋
町
は
、
遠
賀
４
町
の
中

で
唯
一
の
過
疎
の
町
。
人
口
減
少
、

少
子
化
、
高
齢
化
の
中
、「
初
め
に

補
助
金
や
借
金
あ
り
き
」
の
財
源
確

保
策
は
将
来
の
世
代
に
ツ
ケ
を
回
す

こ
と
に
な
る
。
レ
ジ
ャ
ー
港
化
事
業

は
芦
屋
海
岸
を
舞
台
に
進
め
ら
れ
る

も
の
で
あ
り
、
自
然
破
壊
は
事
業
の

リ
ス
ク
に
な
る
。「
初
め
に
レ
ジ
ャ
ー

港
化
あ
り
き
」
の
見
切
り
発
車
の
公

共
事
業
は
町
民
の
理
解
を
得
る
こ
と

は
不
可
能
。
住
民
説
明
会
を
行
う
予

定
は
あ
る
の
か
。

開
催
は
予
定
し
て
い
な
い
。

遠
賀
町
は
法
定
外
公
共
物
管

理
条
例
を
制
定
し
て
い
る
が
。

芦
屋
町
は
制
定
し
て
い
な
い

が
、
里
道
は
「
芦
屋
町
道
路

の
構
造
の
技
術
的
基
準
に
関
す
る
条

例
」、
水
路
は
「
芦
屋
町
河
川
管
理

条
例
」
を
制
定
し
て
い
る
。

そ
の
条
例
の
禁
止
行
為
と
は

な
に
か
。
ま
た
罰
則
規
定
は
。

第
３
条
（
禁
止
行
為
）
と
は
、

河
川
に
土
石
、
竹
木
、
塵
芥
、

汚
物
な
ど
を
投
棄
す
る
こ
と
。
第
17

条（
罰
則
）と
は
、１
年
以
下
の
懲
役
、

ま
た
は
５
万
円
以
下
の
罰
金
も
し
く

は
過
料
に
処
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

禁
止
行
為
を
行
っ
た
事
例
は

な
い
の
か
。

今
、
現
在
で
特
段
の
問
題
や

課
題
は
発
生
し
て
い
な
い
。

答

答 問 答

問

問問

 

法
定
外
公
共
物

答 問答

レジャー港化は町の発展に寄与するのか

住民説明会は行うのか

開催は予定していない
芦屋港活性化推進室長

問答

妹妹い
も
か
わ

い
も
か
わ川川

征征い
く
お

い
く
お男男
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芦屋海岸の昔（大）と今（小）
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視察レポート視察レポート

■災害疑似体験【立川防災館】

　震度 7の地震体験や煙を吸わずに避難する
煙体験、VRを利用し振動、雨、風など、臨場
感にあふれる演出の疑似体験を行いました。
■精鋭部隊【東京消防庁第八消防方面本部】

　特殊な技術と能力を有する隊員や装備で編成
されており、スペシャリストな隊員さんからの
説明を受け、改めて防災に対する意識や対策の
理解を深めることができました。
　いざという時の準備や心がけが被害の差と
なって表れます。より多くの人が少しでも防災
意識向上に努め、住民とともに安心安全なまち
づくりを考えていかなければならないと思いま
した。

■河川利用のレース場【ボートレース江戸川】

　全国で唯一の河川を利用したレース場で、気
象条件や河川法の制約がある中でも効果的な対
策を講じながら運営されていました。首都圏で
あるため、平日にもかかわらず観客の多さには
圧倒されましたが、改めてボートレース芦屋の
美しさと施設の充実を実感しました。

視察先にて

■議会基本条例の制定【大阪府箕面市】

　議会運営の透明化を図るため、多くの自治体
が議会基本条例の制定に着手しましたが、昨今
では条例内容が形骸化し、その実行が伴わない
ことから鎮静化傾向となっていました。
　その状況で箕面市は、２年間を要して議会基
本条例を制定しており、制定の経緯や条例文の
審議事項は興味深いものがありました。
　制定の契機は方面での議会改革度ランキング
が低かったこと、策定にあたっての指針は実行
性を追求している点。住民との関係を強化した
条文が目を引くほか、災害発生時の議会対応に
ついても改正項目が追記されており、学ぶ点は
多くありました。

■広域防災センター【兵庫県三木市】

　阪神・淡路大震災を教訓として災害対応の各
機能を備えた当該防災センターは、平時は災害
対応能力の向上を目指した防災人材育成拠点な
どとして利用され、災害時には自衛隊などの進
出や活動拠点となり、応急対策が実施されます。
災害の教訓を風化させず、万全な体制整備の必
要性を痛感しました。

視察先にて

新
年
の
あ
い
さ
つ

１

月

臨

時

会

一

般

質

問

12

月

定

例

会

議
会
報
告
会

災害時に役立つ行動力を楽しみながら身に付ける

日　程：10 月 31 日 ( 月 ) ～ 11 月２日（水）

視察者：横尾武志、長島毅、辻本一夫、本田浩、信国浩

総務財政
委員会視察

日　程：11 月１日 ( 火 )・２日（水）

視察者：松岡泉、小田武人行政視察

議会基本条例と災害発生時の対応
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■議会へのタブレット導入【蟹江町】

　議会ＩＣＴ化の推進と議会活動の効率化を目
指して、議会へタブレットが導入されました。
　導入効果としては、紙の削減や資料の検索・
抽出、スマートフォンとの併用活用による災害
時の情報伝達や安否確認がある一方、リース更
新時の経費増大（17台で 4年間リースで 1,000
万円）、予算書・決算書の紙配布、執行部の未
導入などの課題もあるとのことでした。
　将来的なリモート議会などを考えれば、芦屋
町議会においてもタブレット導入の必要性は感
じましたが、議員主導による強力な推進や議員
の理解と技能習得研修の充実が不可欠であると
感じました。

■業務継続計画（ＢＣＰ）の策定【幸田町】　
　災害時に議会運営が継続できることを目的に
業務継続計画を策定。計画には災害時における
議会や議員の役割、議会審議を継続するための
環境整備、町との連携・協力などが明確に示さ
れています。災害時において議員が取るべき方
向性を明確にすることは必要であり、策定に向
けて取り組むべきと考えます。

視察の様子

議会の活動を報告します議会の活動を報告します

日　程：１月 12 日 ( 木）

場　所：福岡国際会議場

　「市長経験者が明かす！行政を動かす質問の
極意」と題して、神奈川県逗子市の市議会議員
や市長経験者である平井竜一氏による講話が行
われました。一般質問での行政を動かすための
極意や参考事例を織り交ぜた話のほか、重要課
題の選定方法など、議員の責務を再認識できま
した。また、「議決権を最大限行使すれば、議
会は首長と対等以上の力が発揮できる」との話
は、今後の大きな励みとなりました。

研修会場にて

福岡県町村議員研修
日　程：11 月 21 日 ( 月 )

場　所：博多サンヒルズホテル

研修の様子

議会広報クリニック

　この研修で評価を受けた議会だより２１４号
は、表紙写真、中面の編集・レイアウトの質の
高さが評価された一方で、定例会以外の情報不
足や住民の声と議会の政策をつなぐ広報の強
化、またウェブサイト・ＳＮＳなどの充実も進
めるようにアドバイスを受けました。
　今後もさらに町民に分かりやすく伝えられる
議会報を目指し、レベルアップを図っていきた
いと思います。

新
年
の
あ
い
さ
つ

１

月

臨

時

会

一

般

質

問

12

月

定

例

会

議
会
活
動
報
告

議会のＩＣＴ化と継続的な議会運営

日　程：11 月 23 日 ( 水 ) ～ 25 日（金）

視察者：辻本一夫、内海猛年行政視察



次回の定例会は３月２日開会予定

議会を傍聴しませんか ! 議会録画中継配信中
　詳しくは、芦屋町ホームページをご覧

ください。なお、配信は本会議終了から

７日後（土日祝日のぞく）になります。

録画中継ページ録画中継で見た表決の様子

町かど町かど
インタビューインタビュー

人気の苔玉づくり講座を取材したっちゃ。人気の苔玉づくり講座を取材したっちゃ。

みんな楽しそうだったちゃ。みんな楽しそうだったちゃ。

何事もチャレンジだっちゃ。何事もチャレンジだっちゃ。

　議会傍聴は、町民が町政に参加する機会の

ひとつです。ぜひお越しください。

詳細は議会事務局にお問い合わせください。

TEL 093-223-3927

苔
玉
づ
く
り
に
参
加
し
て

ど
う
で
し
た
か
。

今
回
、
初
め
て
の
参
加
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
積
極
的
に
公

民
館
講
座
に
参
加
し
よ
う
と
思
っ

て
い
ま
す
。
次
は
バ
ス
ハ
イ
ク
に

参
加
し
た
い

の
で
、
広
報

を
見
逃
さ
な

い
よ
う
に
し

た
い
で
す
。

子
ど
も
の
習
い
事
な
ど
が

あ
っ
て
な
か
な
か
時
間
が
取

れ
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
や
っ
と

参
加
で
き
ま
し
た
。
苔
玉
は
か
わ

い
く
、
以
前
か
ら
自
分
で
つ
く
っ
て

み
た
い
と
思
っ
て
い
た
の
で
、
こ

の
講
座
で
つ

く
り
方
を
教

え
て
も
ら
え

て
本
当
に
良

か
っ
た
で
す
。

講
師
の
吉
岡
学
さ
ん
に
も
、
お
話

を
伺
い
ま
し
た
。

こ
の
講
座
を
始
め
た
き
っ
か

け
は
何
で
す
か
。

10
年
前
に
英
彦
山
で
新
し
い

苔
が
発
見
さ
れ
、「
苔
を
生

活
の
中
に
取
り
入
れ
ら
れ
な
い
か
」

と
鞍
手
町
歴
史
資
料
館
で
苔
展
を
開

催
し
た
の
が
き
っ
か
け
で
す
。
そ
の

後
、
鞍
手
町
や
芦
屋
町
の
公
民
館
講

座
で
苔
玉
づ
く
り
を
始
め
ま
し
た
。

ど
の
よ
う
な
思
い
で
こ
の

講
座
を
続
け
て
い
ま
す
か
。

皆
さ
ん
に
「
自
然
を
大
切
に
し

て
ほ
し
い
」
と
の
思
い
で
、
こ

の
講
座
を
続
け
て
い
ま
す
。
だ
い
ぶ
歳

を
取
り
ま
し

た
が
、
こ
れ

か
ら
も
元
気

な
間
は
続
け

て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

ＱＡＡ

瓜生 愛さん瓜生 愛さん 松田 久子さん松田 久子さん

ＱＡＱＡ

講師の吉岡 学さん講師の吉岡 学さん

中
央
公
民
館
講
座

中
央
公
民
館
講
座
　　

　　
～
新
春
を
彩
る
苔
玉
づ
く
り
～

～
新
春
を
彩
る
苔
玉
づ
く
り
～
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信
国
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員
　
　
内
海
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年

　
委
　
員
　
　
本
田
　
　
浩
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長
島
　
　
毅

　
委
　
員
　
　
中
西
　
智
昭

編編  

集集  

後後

  

記記

　
新
し
い
年
が
ス
タ
ー
ト
。

　
寒
い
朝
、
私
は
通
学
路

を
見
て
、
時
の
移
ろ
い
を

感
じ
て
い
ま
す
。

　
春
に
は
上
級
生
に
囲
ま

れ
不
安
げ
に
歩
く
黄
色
い

ラ
ン
ド
セ
ル
の
子
ど
も
た

ち
で
し
た
が
、
今
で
は
軽

や
か
に
駆
け
出
す
姿
を
見

て
い
る
と
、
子
ど
も
達
の

成
長
と
個
性
の
表
れ
に
頼

も
し
さ
さ
え
も
感
じ
ま
す
。

　
私
は
こ
の
子
ど
も
達
に

負
け
ぬ
よ
う
、
個
性
を
活

か
し
、
成
長
出
来
た
の
か

と
、
そ
の
軽
や
か
に
揺
れ

る
後
ろ
姿
に
、
暫
時
見
入
っ

て
い
ま
し
た
。
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